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総合防災訓練に参加しましょう！総合防災訓練に参加しましょう！
＜今回は夜間発災を想定した訓練を実施します＞

●と　　　　き   　6月14日㈰　9:00～11:30
●メーン会場   　第二中学校
●訓練対象区域   　市内全域（各指定避難所20カ所）

　本市では、宮城県沖地震が発生した翌年の昭和54年度から、「県民防災の日」に併せ地震や津波発生に
備えた「総合防災訓練」を実施しています。

問 市民安全課防災係☎355-6491

問 水道部業務課企画総務係
    ☎364-1415

昨年の総合防災訓練の様子（第一中学校）

▲資機材設営訓練 ▲救急救護訓練

▲小林眞佐子会長（写真右）と稲妻辰子副会長
   （写真左）が塩竈市長を表敬訪問しました

▲火災予防運動による広報活動 ▲消火技術コンクールに参加した時の様子

　今年度は、夜間に地震が発生したという想定で、夜間時の
住民避難や避難所内を暗転した中での避難所開設、資機材設
営訓練を実施します。
　また、各小中学校では全校児童生徒が登校して参加します。
　東日本大震災の教訓を継承し、日頃の防災意識を高めるた
めにも、多くの市民の方々、町内会、自主防災組織の皆様の
ご参加、ご協力をお願いします。

塩竈市婦人防火クラブ連合会が表彰されました塩竈市婦人防火クラブ連合会が表彰されました
　塩竈市婦人防火クラブ連合会が、第67回日本消防協会定例表
彰において、「優良婦人消防隊」として表彰されました。
　市民への防火防災の呼びかけや、防災訓練への参加や交流会の
開催など、長年にわたる積極的な活動が高く評価されたものです。

婦人防火クラブに参加しませんか婦人防火クラブに参加しませんか
　あなたも婦人防火クラブに参加して、女性ならではの視点か
ら家庭防火と安全安心な地域づくりに取り組みませんか。

災害に備えて
　いざという時に備えて、各家庭でも１
日１人３リットル程度を目安として、最
低3日分（9㍑）を備蓄するように心が
けましょう。また生活
用水の確保も忘れない
ようにしましょう。

※水道水の保存方法
１．清潔な容器（ペット
ボトルなど）を用意し、水道水で十
分に洗浄します。

２．容器内部に空気が残らないように水
道水を満たし、確実にふたをします。

３．保存期間（冷暗所で約３日、冷蔵庫
で約１週間）が過ぎたら、生活用水
などに使用し、新しい水道水に取り
替えます。


